
(57)【要約】

【課題】　鳥瞰図表現等において、頂点の密集度が高す

ぎて性能低下が発生するとともに、描画結果が美観を損

ねるものであることを解決する。　

【解決手段】　前の描画対象の頂点と近接する頂点との

間の相対位置を元に特徴量を算出し、前記特徴量がある

閾条件を満たす場合に、当該頂点を描画対象から排除し

、前記特徴量が前記閾条件を満たさない頂点を次の描画

対象とする。　

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 方 法 に お い
て 、
　 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を 算 出 し 、 前 記 特 徴
量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 当 該 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 し 、 前 記 特 徴 量 が 前 記 閾 条
件 を 満 た さ な い 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 特 徴 量 が ２ 頂 点 間 の 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 ２ 頂 点 間 の 距 離 が 閾 距 離 よ り 短 い
こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 特 徴 量 が 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 前 記 水
平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の い ず れ も が 、 そ れ ぞ れ 閾 距 離 よ り 短 い こ と で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 閾 距 離 が 、 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 と で 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 頂 点 削
減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 特 徴 量 が 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 前 記 水
平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の 和 が 、 閾 距 離 よ り 短 い こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 と 描 画 対 象 面 と の 相 対 的 な 仰 角 に 応 じ て
、 前 記 閾 条 件 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 か ら の 描 画 対 象 面 の 奥 行 き に 応 じ て 、 前
記 閾 条 件 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 装 置 に お い
て 、
　 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を 算 出 す る 手 段 と 、
前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す か 判 定 す る 手 段 と 、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場
合 に 当 該 近 接 す る 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 し 、 前 記 特 徴 量 が 前 記 閾 条 件 を 満 た さ な い 当 該
近 接 す る 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 方 法 を コ ン
ピ ュ ー タ に 実 施 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 コ ン ピ ュ ー タ に 、 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を
算 出 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 当 該 頂 点 を 描 画 対 象 か ら
排 除 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 特 徴 量 が 前 記 閾 条 件 を 満 た さ な い 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る ス
テ ッ プ を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減 図 形 描 画 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 装 置 に お い
て 、
　 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を 算 出 す る 手 段 と 、
前 記 特 徴 量 が 所 定 の 閾 条 件 を 満 た す か 判 定 す る 手 段 と 、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す
場 合 に 当 該 近 接 す る 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 す る 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減
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図 形 描 画 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 頂 点 座 標 を 連 結 し て 連 続 線 分 ま た は 多 角 形 を 描 画 可 能 な 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 代 表 さ れ る 地 図 描 画 に お い て 、 多 数 の 頂 点 座 標 を
与 え て 連 続 線 分 や 多 角 形 を 描 画 す る 処 理 は 、 常 用 的 に 行 わ れ て い る 。 図 ２ １ の ご と く 地 図
を 上 面 か ら 眺 め る ２ 次 元 表 示 の 場 合 は 、 頂 点 の 密 集 度 は 事 前 に 予 測 可 能 で あ り 、 縮 尺 に 合
わ せ て 地 図 デ ー タ ベ ー ス の 詳 細 度 を 切 り 替 え る こ と が 可 能 で あ っ た 。 し か し 、 図 ２ １ の 地
図 を 傾 け て 鳥 瞰 表 示 さ せ る 場 合 に は 、 図 ２ ２ に 示 す ご と く 、 手 前 の 頂 点 の 密 集 度 は 低 く な
り 、 奥 の 頂 点 の 密 集 度 は 高 く な る た め 、 同 一 画 面 内 で 頂 点 の 密 集 度 が 一 様 に な ら ず 、 地 図
デ ー タ ベ ー ス の 詳 細 度 を 切 り 替 え る こ と が 有 効 に 機 能 し な か っ た 。 図 ２ １ と 図 ２ ２ の 対 比
か ら 分 か る よ う に 、 図 ２ ２ の よ う な 鳥 瞰 図 表 現 で は 、 近 景 で は 狭 い 範 囲 が 大 き く 拡 大 さ れ
て 高 精 細 が 必 要 に な り 、 遠 景 で は 広 い 範 囲 が 凝 集 さ れ て 低 精 細 に し な け れ ば デ ー タ 処 理 が
破 綻 す る 。 こ の 奥 行 き 方 向 へ の 精 細 度 の 変 化 は 、 連 続 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 図 ２ １ か ら 図 ２ ２ へ の 変 換 手 順 を 示 す 。 図 ２ ３ は 、 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標
を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 順 を 実 行 す る 手 段 の 機 能 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ー グ ラ フ ィ ッ ク ス で 一 般 的 な 、 ４ 行 ４ 列 の 行 列 に よ る 変 換 を 行 う 。 両 図 中
の グ リ ッ ド を 包 含 す る 平 面 が 、 地 表 面 を 表 す 。 図 ２ ２ の 鳥 瞰 図 の 視 点 は 地 表 よ り ２ ｍ の 高
さ に あ り 、 地 表 と 平 行 な 水 平 方 向 に 対 し て １ ５ 度 下 側 を 向 い て い る 。 こ れ ら の 数 値 と 、 水
平 面 上 の 位 置 座 標 か ら 、 モ デ ル ビ ュ ー 行 列 と し て 公 知 の 行 列 が 得 ら れ る 。 ま た 、 視 点 の 図
２ ２ の 視 野 に お け る 上 下 方 向 の 画 角 は ３ ５ 度 で あ り 、 こ の 数 値 を 主 要 な 条 件 と し て 、 射 影
行 列 と し て 公 知 の 行 列 が 得 ら れ る 。 射 影 行 列 と モ デ ル ビ ュ ー 行 列 を 乗 じ て 得 ら れ た 行 列 に
、 図 ２ １ の 黒 丸 で 表 さ れ た 頂 点 座 標 を 乗 ず る こ と に よ り 、 図 ２ １ か ら 図 ２ ２ へ の 変 換 が 達
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な 鳥 瞰 図 の 特 性 に よ り 、 以 下 の よ う な 問 題 が 発 生 し て い た 。
　 第 １ に 、 密 集 度 が 高 す ぎ て 画 像 と し て 意 味 を 成 さ な い 頂 点 を 描 画 処 理 す る こ と に よ る 、
無 駄 な 性 能 低 下 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 ２ に 、 例 え ば 図 ２ ４ に 示 す よ う な 太 線 描 画 の 場 合 の よ う に 、 頂 点 １ の 密 集 度 が 高 す ぎ
る た め 線 幅 ２ が 均 一 に な ら ず 、 美 観 を 著 し く 損 ね て い た 。 ま た 、 多 角 形 に お い て も 、 輪 郭
が 荒 れ て 美 観 を 著 し く 損 ね て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 下 記 に 、 本 発 明 と 関 連 す る 技 術 を 開 示 す る 文 献 を 示 す 。
　 特 許 文 献 １ に は 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 装 置 等 に お け る 太 線 描 画 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。
　 特 許 文 献 ２ に は 、 地 理 情 報 の 分 布 図 等 の よ う な 図 形 を 、 均 等 な 四 角 形 の メ ッ シ ュ 単 位 に
分 割 し 、 図 形 が 属 す る メ ッ シ ュ の 格 子 点 （ 頂 点 ） を 取 得 し 、 該 頂 点 デ ー タ を 順 次 結 ぶ よ う
に 線 分 を 描 画 す る 図 形 描 画 方 法 に つ い て 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 双 方 の 特 許 文 献 と も 、 頂 点 の 密 集 度 が 高 す ぎ る た め の 問 題 点 に 関 す る 記 載 は な
い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ４ ３ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ２ ８ ３ ０ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 鳥 瞰 図 表 現 等 に お い て 、 頂 点 の 密 集 度 が 高
す ぎ て 性 能 低 下 が 発 生 す る と と も に 、 描 画 結 果 が 美 観 を 損 ね る も の で あ る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 元 に 特 徴 量 を 算 出 し
、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 当 該 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 し 、 前 記 特 徴 量
が 前 記 閾 条 件 を 満 た さ な い 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る こ と に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 密 集 度 が 高 す ぎ て 画 像 と し て 意 味 を 成 さ な い 頂 点 の 描 画 を 省 略 す る こ と に よ り 、 性 能 向
上 を 図 る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 密 集 度 が 高 す ぎ る 頂 点 を 適 切 に 間 引 く こ と に よ り 、 幅 が 均 一 で 綺 麗 な 線 分 や 、
輪 郭 が 荒 れ な い 綺 麗 な 多 角 形 を 描 画 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 の 基 本 ブ ロ ッ ク 図 を 図 １ に 示 す 。 本 発 明 は 、 例 え ば 連 続
す る ２ 頂 点 間 の 相 対 位 置 を 基 に 算 出 さ れ る 特 徴 量 を 算 出 す る 特 徴 量 算 出 手 段 ５ を 持 つ 。 特
徴 量 と は 、 例 え ば ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 、 な ど で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 特 徴 量 を 用 い て 条 件 判 定 を 行 う 条 件 判 定 手 段 ６ を 持 つ 。 条 件 判 定 と は 、 例
え ば ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 が 規 定 値 以 下 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 が 共 に 規
定 値 以 下 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の 和 が 規 定 値 以 下 、 な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 条 件 判 定 結 果 に 応 じ て 、 ２ 頂 点 の 一 方 に つ い て の 描 画 処 理 を 省 略 し 、 頂 点
を 間 引 い て 描 画 処 理 を 行 う 描 画 処 理 手 段 ７ を 持 つ 。
　 以 下 、 本 発 明 の 各 実 施 例 を 、 頂 点 を 間 引 く 前 と 間 引 い た 後 を 対 比 し つ つ 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 を 、 図 ２ Ａ 、 図 ２ Ｂ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 第 一 の
実 施 例 は 、 上 記 ２ 頂 点 間 の 相 対 位 置 を 基 に 算 出 さ れ る 特 徴 量 と し て 、 ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離
を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ Ａ は 、 中 心 が 各 頂 点 座 標 位 置 で 半 径 が 線 分 の 幅 の 半 分 で あ る 円 を 、 描 画 対 象 の 連 続
線 分 上 に 重 ね た も の で あ る 。 一 つ の 円 の 中 に 複 数 の 頂 点 が 存 在 す る こ と か ら 、 頂 点 が 密 集
し て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、 図 か ら 分 か る と お り 、 線 分 の 幅 が 均 一 で な く な り 、 輪 郭 が
荒 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ Ｂ は 、 図 ２ Ａ に 示 し た 線 分 の 頂 点 座 標 の う ち 、 一 つ の 円 の 中 に 一 つ の 頂 点 し か 存 在
し な い よ う に 、 即 ち 、 隣 り 合 う 頂 点 間 の 直 線 距 離 が 線 分 の 幅 の 半 分 以 上 で あ る よ う に 、 密
集 し た 頂 点 を 間 引 き し て 描 画 し た 連 続 線 分 で あ る 。 図 か ら 分 か る と お り 、 線 分 の 幅 が 均 一
に な り 、 美 観 が 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ Ａ と 同 様 の 状 態 を 表 し て い る 。 図 ２ Ａ と の 違 い は 、 円 の 半 径 が 、 線 分 の 幅
の 半 分 で は な く 、 線 分 の 幅 に 等 し い こ と で あ る 。
　 図 ４ は 、 図 ３ に 示 し た 線 分 の 頂 点 座 標 の う ち 、 一 つ の 円 の 中 に 一 つ の 頂 点 し か 存 在 し な
い よ う に 、 密 集 し た 頂 点 を 間 引 き し て 描 画 し た 連 続 線 分 で あ る 。 図 か ら 分 か る と お り 、 線
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分 の 幅 が 均 一 に な り 、 美 観 が 向 上 し て い る 。 ま た 、 図 ２ Ｂ よ り 多 く の 頂 点 が 間 引 き さ れ て
い る の が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 幾 何 学 的 な 考 察 か ら 、 ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 す な わ ち 円 の 半 径 が 、 線 分 の 幅 の 半 分 よ り 大
き い 場 合 に 、 線 分 の 幅 を 均 一 に 描 画 す る こ と が で き る 。
　 幾 何 学 的 に 表 現 す れ ば 、 第 一 の 実 施 例 は 、 頂 点 を 間 引 き す る か ど う か の 判 定 境 界 と な る
領 域 を 円 で 定 義 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 複 数 の 頂 点 座 標 を 順 に 渡 さ れ た と き の 、 頂 点 間 引 き 手 順 を 例 示 し た フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
　 本 実 施 例 の よ う に ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 で 頂 点 間 引 き 条 件 判 定 を 行 う 場 合 は 、 数 学 的 に は
下 記 の よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 頂 点 座 標 列 は 、 (x 0 , y 0 ), (x 1 , y 1 ), ・ ・ ・ , (x n - 1 , y n - 1 ), (x n , y n ), (x n + 1 ,
 y n + 1 ),・ ・ ・ の よ う に 与 え ら れ る 。 始 点 (x 0 , y 0 )は 必 ず 描 画 対 象 と し て 間 引 き せ ず 、 次
の (x 1 , y 1 )か ら 条 件 判 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 最 初 に 、 連 続 す る ２ 頂 点 の 座 標 値 の 差 分 か ら 、 水 平 方 向 距 離 dxと 垂 直 方 向 距 離 dyを 求 め
る 。 す な わ ち 、 dx = x 1  - x 0 , dy = y 1  - y 0 ,で あ る 。 続 い て 、 ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 rを 求
め る 。 す な わ ち 、 r = (dx 2  + dy 2 ) 1 / 2 で あ る 。 続 い て 、 ２ 頂 点 間 の 最 短 許 容 距 離 r m i n と r
と を 比 較 す る 。 典 型 的 な r m i n は 、 例 え ば 線 幅 と 同 一 の 長 さ や 、 線 幅 の 半 分 の 長 さ で あ る 。
こ の 比 較 の 結 果 r > r m i n で あ っ た 場 合 、 ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 は 十 分 離 れ て い る の で 、 (x 1 ,
 y 1 )の 間 引 き は 行 わ ず 、 次 の ス テ ッ プ で あ る (x 1 , y 1 )と (x 2 , y 2 )の 間 の 直 線 距 離 rの 算 出
段 階 に 移 る 。 こ れ に 対 し 、 比 較 の 結 果 r < r m i n で あ っ た 場 合 、 ２ 頂 点 間 の 直 線 距 離 が 近 す
ぎ る の で 、 (x 1 , y 1 )の 間 引 き を 行 い 、 次 の ス テ ッ プ で あ る (x 0 , y 0 )と (x 2 , y 2 )の 間 の 直 線
距 離 rの 算 出 段 階 に 移 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 ぎ に 、 本 発 明 の 図 形 描 画 装 置 で 実 行 さ れ る 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 さ れ た 手 順 を 説
明 す る 。
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ０ で 頂 点 配 列 が 入 力 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ０ で 頂 点 配 列 か ら 頂 点
Ｖ iが 順 次 読 み 込 ま れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ０ で 、 頂 点 Ｖ iが 始 点 で あ る か 中 間 点 で あ る か 終 点
で あ る か の 判 定 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 当 該 頂 点 が 始 点 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ １ で 内 部 記 憶 の Ｖ fromの 値 に 代 入 さ れ 、 ス テ ッ
プ Ｓ ５ １ ０ に 戻 っ て 次 の 頂 点 が 読 み 込 ま れ る 。
　 当 該 頂 点 が 中 間 点 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ２ で 内 部 記 憶 の Ｖ toの 値 に 代 入 さ れ 、 ス テ
ッ プ Ｓ ５ ３ ０ に お い て 、 上 述 し た 数 学 的 演 算 に よ り Ｖ fromと Ｖ toと の 距 離 が 計 算 さ れ る 。
当 該 頂 点 が 終 点 で あ れ ば 、 間 引 か れ ず に 残 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ３ で 内 部 記 憶 の Ｖ toの 値
に 代 入 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ ０ で Ｖ fromか ら Ｖ toの 傾 き が 計 算 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ ０ で
線 分 描 画 が 行 わ れ て 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 多 角 形 の 場 合 は 終 点 と 始 点 が 等 し く 、 終 点 を 描 画 対 象 と す る こ と は 必 須 で あ る が
、 多 角 形 以 外 の 連 続 線 分 に つ い て は 、 中 間 点 と 同 じ く 条 件 判 定 結 果 に し た が っ て 間 引 く こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 中 間 点 で あ る 頂 点 の 値 で あ る Ｖ toに つ い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ０ で Ｖ fromと の 距 離 が 計
算 さ れ た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ０ で 間 引 く か 否 か の 条 件 判 定 が 行 わ れ 、 Ｖ toを 採 用 す る と 判
定 さ れ る と ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ ０ に 進 み Ｖ fromか ら Ｖ toの 傾 き が 計 算 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ ０
で 線 分 描 画 が 行 わ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 Ｖ toを 採 用 し な い 、 即 ち 間 引 く と 判 定 さ れ る と 直 接 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ ０ に 進 む 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ ０ で は Ｖ fromの 値 に Ｖ toの 値 を 代 入 し 、 iの 値 を １ 増 加 さ せ て ス テ ッ プ
Ｓ ５ １ ０ に 戻 り 次 の 頂 点 を 読 み 込 ま れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ０ で の 判 定 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 さ れ た 手 順 を コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム で 実 行 可 能 で あ
る こ と は 明 ら か で あ り 、 同 じ 目 的 を 達 成 す る た め に 例 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト を 適 宜 変 更
可 能 で あ る こ と も 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ０ の 演 算 処 理 は 、 ２ 頂 点 間 の 距 離 に 関 係 付 け ら れ た 特 徴 量 と し て
採 用 す る も の に 応 じ て 変 更 さ れ う る も の で あ る こ と も 明 ら か で あ る 。
　 図 ６ は 、 本 発 明 を 実 装 し た 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 先 行 頂 点 レ ジ ス タ １ ０ 、 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ に よ り 、 ２ つ の 頂 点 座 標 を 保 持 可 能 で あ
る 。 先 行 頂 点 レ ジ ス タ １ ０ 、 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ は 、 図 形 描 画 に 使 用 さ れ る 一 般 的 な 頂
点 レ ジ ス タ と 共 用 し て よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 距 離 算 出 モ ジ ュ ー ル ３ ０ に よ り 、 先 行 頂 点 レ ジ ス タ １ ０ 、 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ に 保 持
さ れ た ２ つ の 頂 点 間 距 離 を 求 め る 。
　 条 件 判 定 モ ジ ュ ー ル ４ ０ に よ り 、 頂 点 間 距 離 が 規 定 値 よ り 短 い か ど う か 判 定 す る 。 判 定
の 結 果 、 短 い 場 合 は 、 頂 点 選 択 部 ６ ０ に よ り 、 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ の 頂 点 を 破 棄 す る 。
そ し て 次 の 頂 点 を 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ に 読 み 込 む 。 頂 点 間 距 離 が 十 分 長 い 場 合 は 、 調 停
委 選 択 部 ６ ０ に よ り 当 該 頂 点 が 描 画 対 象 と さ れ 、 先 行 頂 点 レ ジ ス タ の 頂 点 １ ０ と 後 続 頂 点
レ ジ ス タ ２ ０ の 頂 点 を 使 っ て 描 画 モ ジ ュ ー ル ５ ０ が 図 形 を 描 画 し 、 続 い て 先 行 頂 点 レ ジ ス
タ １ ０ の 頂 点 を 破 棄 し 、 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ の 頂 点 を 先 行 頂 点 レ ジ ス タ １ ０ に 移 し 、 次
の 頂 点 を 後 続 頂 点 レ ジ ス タ ２ ０ に 読 み 込 む 。 図 ６ に お い て 頂 点 に 付 与 さ れ た イ ン デ ッ ク ス
の ｎ は 間 引 か れ ず 採 用 さ れ た 頂 点 で 先 行 頂 点 レ ジ ス タ １ ０ に 保 持 さ れ る 頂 点 に 関 係 し 、 イ
ン デ ッ ク ス ｉ は 間 引 か れ た 頂 点 に 関 係 し 、 ｉ － １ は 間 引 か れ た 頂 点 の 数 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 に お い て は 、 距 離 算 出 モ ジ ュ ー ル ３ ０ 及 び 条 件 判 定 モ ジ ュ ー ル ４ ０ を 第 一 の 実 施 例
の も の と し て 説 明 し た が 、 そ れ ぞ れ 本 発 明 の 特 徴 量 算 出 手 段 及 び 特 徴 量 が 閾 条 件 を 満 た す
か 判 定 す る 条 件 判 定 手 段 の 例 示 で あ る こ と は 明 ら か で あ り 、 以 下 の 実 施 例 に お い て は そ れ
ぞ れ の 実 施 例 に 応 じ た 機 能 の も の と な る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 描 画 モ ジ ュ ー ル ５ ０
と 頂 点 選 択 部 ６ ０ は 本 発 明 の 描 画 処 理 手 段 に 対 応 す る 例 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に お け る 第 二 の 実 施 例 を 、 図 ７ 及 び 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 第 二 の 実
施 例 は 、 ２ 頂 点 間 の 相 対 位 置 を 基 に 算 出 さ れ る 特 徴 量 と し て 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と
垂 直 方 向 距 離 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ は 、 中 心 が 各 頂 点 座 標 位 置 で 一 辺 の 長 さ が 線 分 の 幅 で あ る 正 方 形 を 、 描 画 対 象 の 連
続 線 分 上 に 重 ね た も の で あ る 。 一 つ の 正 方 形 の 中 に 複 数 の 頂 点 が 存 在 す る こ と か ら 、 頂 点
が 密 集 し て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、 図 か ら 分 か る と お り 、 線 分 の 幅 が 均 一 で な く な り 、
輪 郭 が 荒 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ に 示 し た 正 方 形 の 中 に 一 つ の 頂 点 し か 存 在 し な い よ う に 、 即 ち 、 水 平 方 向
距 離 及 び 垂 直 方 向 距 離 が 共 に 所 定 値 よ り 短 い 密 集 し た 頂 点 を 間 引 き し て 描 画 し た 連 続 線 分
で あ る 。 図 か ら 分 か る と お り 、 線 分 の 幅 が 均 一 に な り 、 美 観 が 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 幾 何 学 的 に 表 現 す れ ば 、 第 二 の 実 施 例 は 、 頂 点 を 間 引 き す る か ど う か の 判 定 境 界 と な る
領 域 を 正 方 形 で 定 義 し た も の で あ る 。
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　 第 一 の 実 施 例 に 対 す る 第 二 の 実 施 例 の 優 位 点 は 、 ２ つ の 頂 点 間 の 遠 近 の 算 出 が 高 速 に 実
行 で き る こ と で あ る 。 第 一 の 実 施 例 で は 、 dxお よ び dyの 自 乗 と 、 平 方 根 の 計 算 が 必 要 に な
る 。 し か し 第 二 の 実 施 例 で は 、 x方 向 お よ び y方 向 の 減 算 の み で よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に お け る 第 三 の 実 施 例 を 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 第 三 の
実 施 例 は 、 ２ 頂 点 間 の 相 対 位 置 を 基 に 算 出 さ れ る 特 徴 量 と し て 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離
と 垂 直 方 向 距 離 を 採 用 し た も の で あ る こ と は 、 上 記 第 二 の 実 施 例 と 同 じ で あ る が 、 条 件 判
定 を ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の 和 が 規 定 値 以 下 か 否 か で 行 う 点 で 第 二 の 実
施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ は 、 中 心 が 各 頂 点 座 標 位 置 で 、 中 心 か ら そ の 菱 形 の 垂 直 方 向 に あ る 頂 点 ま で の 距 離
と 水 平 方 向 に あ る 頂 点 ま で の 距 離 の 和 が 線 分 の 幅 で あ る 菱 形 を 、 描 画 対 象 の 連 続 線 分 上 に
重 ね た も の で あ る 。 一 つ の 菱 形 の 中 に 複 数 の 頂 点 が 存 在 す る こ と か ら 、 頂 点 が 密 集 し て い
る こ と が 分 か る 。 ま た 、 図 か ら 分 か る と お り 、 線 分 の 幅 が 均 一 で な く な り 、 輪 郭 が 荒 れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ９ に 示 し た 菱 形 の 中 に 一 つ の 頂 点 し か 存 在 し な い よ う に 、 密 集 し た 頂 点 を
間 引 き し て 描 画 し た 連 続 線 分 で あ る 。 図 か ら 分 か る と お り 、 線 分 の 幅 が 均 一 に な り 、 美 観
が 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 幾 何 学 的 に 表 現 す れ ば 、 第 三 の 実 施 例 は 、 頂 点 を 間 引 き す る か ど う か の 判 定 境 界 と な る
領 域 を 菱 形 で 定 義 し た も の で あ る 。
　 第 一 の 実 施 例 に 対 す る 第 三 の 実 施 例 の 優 位 点 は 、 ２ つ の 頂 点 間 の 遠 近 の 算 出 が 高 速 に 実
行 で き る こ と で あ る 。 第 一 の 実 施 例 で は 、 dxお よ び dyの 自 乗 と 、 平 方 根 の 計 算 が 必 要 に な
る 。 し か し 第 三 の 実 施 例 で は 、 x方 向 お よ び y方 向 の 加 減 算 の み で よ い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に お け る 第 四 の 実 施 例 を 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 第 一 の 実 施 例 か ら 第 三 の 実 施 例 に お い て 、 頂 点 を 間 引 き す る か ど う か の 判 定 境 界 と な る
領 域 を 定 義 し た が 、 こ の 判 定 境 界 領 域 を 線 分 幅 か ら 決 定 す る 方 法 を 示 す 。 図 １ １ は 、 幅 ｗ
の 線 分 に 対 し 、 第 二 の 実 施 例 の 方 法 で 、 一 辺 の 長 さ が ｗ の 矩 形 を 判 定 境 界 領 域 に 設 定 し た
例 で あ る 。 こ れ に 対 し 図 １ ２ は 、 幅 ３ ｗ の 線 分 に 対 し 、 第 二 の 実 施 例 の 方 法 で 、 図 １ １ と
同 様 に 一 辺 の 長 さ が ｗ の 矩 形 を 判 定 境 界 領 域 に 設 定 し た 例 で あ る 。 図 １ ２ か ら 分 か る よ う
に 、 幅 ３ ｗ の 線 分 に 対 し て は 、 一 辺 の 長 さ が ｗ の 判 定 境 界 領 域 で は 小 さ す ぎ て 、 線 分 の 幅
が 十 分 均 一 化 さ れ て い な い 。 こ れ は 、 判 定 境 界 領 域 の 辺 長 が 線 分 の 幅 に 対 し て 不 十 分 で あ
る と 、 線 分 の 複 数 の セ グ メ ン ト を 連 結 し た 折 れ 線 の 輪 郭 の 左 右 両 側 に お い て 、 一 方 の 輪 郭
と 反 対 側 の 輪 郭 の 対 が 、 本 来 は 同 一 の セ グ メ ン ト か ら 決 定 さ れ る べ き で あ る の に 対 し 、 異
な る セ グ メ ン ト の 輪 郭 同 士 あ る い は 接 続 部 の 補 間 図 形 の 輪 郭 と 対 に な っ て し ま い 、 本 来 の
線 分 の 輪 郭 を 潰 し て し ま う た め で あ る 。 こ れ に 対 し 図 １ ３ の ご と く 、 幅 ３ ｗ の 線 分 に 対 し
て 一 辺 の 長 さ が ３ ｗ の 矩 形 を 判 定 境 界 領 域 に 設 定 す れ ば 、 図 １ １ と 同 様 に 、 線 分 の 幅 が 適
切 に 均 一 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 判 定 境 界 領 域 の 大 き さ は 、 線 分 の 幅 を 考 慮 し て 適 切 に 設 定 す べ き で あ
る こ と が 分 か る 。 図 １ １ 及 び 図 １ ３ で は 矩 形 の 辺 長 が 線 分 の 幅 と 等 し い 例 を 示 し た が 、 幾
何 学 的 考 察 か ら は 、 線 分 の 輪 郭 を 潰 さ な い た め に は 、 判 定 境 界 領 域 の 辺 長 が 線 分 の 幅 の 半
分 程 度 で あ れ ば 十 分 で あ る 。 し か し 、 幾 何 学 的 に 厳 密 な 表 示 が 不 要 な 用 途 で 、 お お ま か な
線 分 の 位 置 と 形 状 が 識 別 で き れ ば 良 い 場 合 に は 、 線 分 の 幅 の 半 分 よ り も 大 き な 寸 法 の 判 定
境 界 領 域 を 採 用 し て 、 頂 点 間 引 き 率 を 大 き く す る こ と に よ り 、 演 算 量 を 削 減 し て 性 能 向 上
に 振 り 向 け る こ と が で き る 。
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【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に お け る 第 五 の 実 施 例 を 、 図 １ ４ と 図 １ ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ ４ は 、 図 ２ １ と 同 様 に 、 上 空 か ら 地 表 面 を 垂 直 に 見 下 ろ し た 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、
図 ２ ２ と 同 様 に 、 図 １ ４ を 行 列 変 換 し て 得 ら れ た 鳥 瞰 図 で あ る 。 図 １ ５ か ら 解 る よ う に 、
グ リ ッ ド の 歪 み の 程 度 は 、 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 と で 異 な っ て お り 、 頂 点 も 垂 直 方 向 に 密 に
集 ま る 傾 向 が あ る 。 そ こ で 、 第 二 の 実 施 例 に お け る 判 定 境 界 領 域 に お い て 、 ｘ 方 向 距 離 の
判 定 基 準 値 に 対 し て 、 ｙ 方 向 距 離 の 判 定 基 準 値 を 例 え ば ２ 倍 、 4倍 、 の よ う に 大 き く 取 れ
ば 、 形 状 精 度 を さ ほ ど 犠 牲 に せ ず に 、 奥 行 き 方 向 に 伸 び る 線 分 の 頂 点 間 引 き 率 を 大 き く す
る こ と が で き る 。 反 対 に 、 ｙ 方 向 距 離 の 判 定 基 準 値 に 対 し て 、 ｘ 方 向 距 離 の 判 定 基 準 値 を
例 え ば ２ 倍 、 4倍 、 の よ う に 大 き く 取 れ ば 、 形 状 精 度 を さ ほ ど 犠 牲 に せ ず に 、 左 右 方 向 に
伸 び る 遠 方 の 線 分 の 頂 点 間 引 き 率 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に お け る 第 六 の 実 施 例 を 、 図 １ ６ と 図 １ ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ ６ は 、 視 線 方 向 が 地 表 面 に 対 し て ６ ０ 度 の 仰 角 で 下 向 き に 見 下 ろ し て い る 状 況 を 、
横 方 向 か ら 俯 瞰 し た 図 で あ る 。 図 １ ７ は 、 視 線 方 向 が 地 表 面 に 対 し て ３ ０ 度 の 仰 角 で 下 向
き に 見 下 ろ し て い る 状 況 を 、 横 方 向 か ら 俯 瞰 し た 図 で あ る 。 複 数 の 三 角 形 の 頂 点 が 収 束 し
て い る 所 が 、 視 点 の 位 置 で あ る 。 水 平 の 線 分 が 、 地 表 面 で あ る 。 点 線 は 、 画 面 に 投 影 さ れ
る ス ク リ ー ン の 断 面 を 仮 想 的 に 現 し た も の で あ り 、 仰 角 に よ っ て 地 表 面 が ど の よ う に 歪 む
か を 説 明 す る た め の 補 助 線 で あ る 。 視 線 と 地 表 面 の な す 仰 角 が 浅 く な る に 従 っ て 、 視 野 の
奥 側 、 す な わ ち ス ク リ ー ン の 上 側 で は 、 視 野 の 奥 側 の 頂 点 の 密 集 度 が 高 く な り 、 同 時 に 位
置 情 報 と し て の 有 効 精 度 が 乏 し く な る 。 そ こ で 、 頂 点 を 間 引 く 判 定 基 準 値 を 、 仰 角 の 関 数
と し て 可 変 に す る 。 例 え ば 、 仰 角 が ９ ０ 度 で 地 表 面 を 真 上 か ら 見 下 ろ し て い る 時 は 、 形 状
的 な 正 確 さ を 求 め て い る の が 一 般 的 な の で 、 ２ 頂 点 間 距 離 の 判 定 基 準 値 を 、 線 幅 の 半 分 の
よ う な 最 小 限 の 間 引 き 条 件 に す る 。 こ れ に 対 し て 例 え ば 、 仰 角 が ６ ０ 度 の 時 は 線 幅 の ２ 倍
、 仰 角 が ３ ０ 度 の 時 は 線 幅 の ８ 倍 、 と い っ た よ う に 可 変 に す れ ば 、 遠 景 の 頂 点 を よ り 重 点
的 に 間 引 く こ と が で き 、 近 景 の 形 状 精 度 の 低 下 を 最 小 限 に 抑 え た ま ま 、 描 画 性 能 向 上 に 寄
与 で き る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 に お け る 第 七 の 実 施 例 を 、 図 １ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 第 六 の 実 施 例 に て 説 明 し た よ う に 、 視 線 と 地 表 面 の な す 仰 角 が 浅 く な る に 従 っ て 、 奥 の
頂 点 の 密 集 度 が 高 く な る 。 そ こ で 、 頂 点 を 間 引 く 判 定 基 準 値 を 、 頂 点 の 奥 行 き の 関 数 と し
て 可 変 に す る 。 地 表 面 上 の 頂 点 は 一 般 的 に ２ 次 元 座 標 と し て 与 え ら れ 、 奥 行 き 情 報 は 存 在
し な い 。 し か し 、 図 ２ １ か ら 図 ２ ２ へ の 変 換 の 説 明 で 述 べ た 手 順 に よ り 、 視 点 か ら ス ク リ
ー ン を 見 込 ん だ 座 標 系 に お い て 、 奥 行 き 座 標 値 が 発 生 す る 。 こ れ は 、 一 般 的 に は ｚ 座 標 値
と し て 表 現 さ れ る 。 図 １ ８ で は 、 水 平 の 線 分 と し て 表 現 さ れ た 地 平 面 上 に 等 間 隔 に 並 ん だ
グ リ ッ ド 断 面 の 座 標 値 か ら 、 視 線 方 向 に 仮 想 的 に 伸 ば し た 線 分 へ 垂 線 を 引 い て い る 。 視 線
と 垂 線 と の 交 点 の 、 視 点 か ら の 距 離 が 、 ｚ 座 標 値 に 相 当 す る 。 例 え ば 、 ｚ 座 標 値 が １ ０ ｍ
で 近 景 を 表 し て い る 時 は 、 ２ 頂 点 間 距 離 の 判 定 基 準 値 を 、 線 幅 の 半 分 の よ う な 最 低 限 の 間
引 き 条 件 に す る 。 こ れ に 対 し て 例 え ば 、 ｚ 座 標 値 が ５ ０ ０ ｍ で 遠 景 を 表 し て い る 時 は 、 線
幅 の ２ 倍 、 ｚ 座 標 値 が ２ ｋ ｍ で さ ら に 遠 景 を 表 し て い る 時 は 、 線 幅 の ８ 倍 、 と い っ た よ う
に 可 変 に す れ ば 、 遠 景 の 頂 点 を よ り 重 点 的 に 間 引 く こ と が で き 、 近 景 の 形 状 精 度 の 低 下 を
最 小 限 に 抑 え た ま ま 、 描 画 性 能 向 上 に 寄 与 で き る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に お け る 第 八 の 実 施 例 を 、 図 １ ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ ９ は 、 図 １ ８ に 対 し て 透 視 投 影 の 消 失 点 を 追 記 し た 図 で あ る 。 図 か ら 分 か る と お り
、 頂 点 と 消 失 点 と の 距 離 が 近 く な る に 従 っ て 、 頂 点 の 密 集 度 が 高 く な り 、 同 時 に 位 置 情 報
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と し て の 有 効 精 度 が 乏 し く な る 。 そ こ で 、 頂 点 を 間 引 く 判 定 基 準 値 を 、 頂 点 と 消 失 点 と の
距 離 の 関 数 と し て 可 変 に す る 。 な お 、 第 一 の 実 施 例 に 対 す る 第 二 お よ び 第 三 の 実 施 例 の 優
位 点 の 説 明 で 述 べ た よ う に 、 正 直 に ２ 点 間 の 距 離 を 計 算 す る よ り も 、 水 平 方 向 ｘ と 垂 直 方
向 ｙ に 分 け て 処 理 す る 方 が 効 率 的 で あ る 。 例 え ば 、 頂 点 と 消 失 点 と の 水 平 方 向 距 離 が １ ０
０ ピ ク セ ル 、 垂 直 方 向 距 離 が ５ ０ ピ ク セ ル の 時 は 、 判 定 境 界 領 域 の 横 方 向 辺 長 が 線 幅 の 半
分 、 判 定 境 界 領 域 の 縦 方 向 辺 長 が 線 幅 と 等 長 、 の よ う に す る 。 ま た 、 頂 点 と 消 失 点 と の 水
平 方 向 距 離 が ２ ０ ピ ク セ ル 、 垂 直 方 向 距 離 が １ ０ ピ ク セ ル の 時 は 、 判 定 境 界 領 域 の 横 方 向
辺 長 が 線 幅 の ２ 倍 、 判 定 境 界 領 域 の 縦 方 向 辺 長 が 線 幅 の ４ 倍 、 の よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 、 各 種 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ ら の 実 施 例 を 適 宜 組 み 合 わ せ る こ と が で き
る こ と は 当 業 者 に と っ て 自 明 で あ り 、 そ れ に よ り 更 に 有 効 な 効 果 が 得 ら れ る こ と も 明 ら か
で あ る 。 例 え ば 、 基 本 的 な 判 定 境 界 領 域 と し て 第 二 の 実 施 例 の 方 式 を 選 択 す る 。 こ の 判 定
境 界 領 域 の 決 定 に 、 第 五 の 実 施 例 で 示 し た 、 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 の 非 対 称 性 を 導 入 す る 。
水 平 方 向 と 垂 直 方 向 の 判 定 境 界 領 域 辺 長 は 、 第 八 の 実 施 例 の 消 失 点 と の 距 離 を 考 慮 し て 決
定 す る 。 さ ら に 、 こ の 判 定 境 界 領 域 辺 長 は 、 第 四 の 実 施 例 を 利 用 し て 、 異 な る 幅 の 線 分 に
も そ れ ぞ れ 最 適 な 値 と し て 可 変 に で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 八 の 実 施 例 の 代 わ り に 、 第 六 の 実 施 例 や 第 七 の 実 施 例 を 利 用 す る こ と も で き る 。 第 六
の 実 施 例 の 場 合 、 図 ２ な ど の 鳥 瞰 図 か ら 分 か る よ う に 、 視 線 と 地 表 面 の な す 仰 角 が 浅 く な
る に 従 っ て 、 視 点 か ら 遠 方 の グ リ ッ ド の 潰 れ 方 は 、 水 平 方 向 よ り も 垂 直 方 向 の 方 が 極 端 に
な る 。 従 っ て 、 仰 角 に 応 じ て 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 の 判 定 境 界 領 域 辺 長 を 異 な る 比 率 で 可 変
に 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 頂 点 を 間 引 く 判 定 基 準 値 を 、 各 パ ラ メ ー タ ー の 関 数 と し て 可 変 に す る
と い う 表 現 を 用 い た 。 こ の 関 数 は 、 幾 何 学 的 な 定 理 や 近 似 方 式 、 あ る い は 、 ア プ リ ケ ー シ
ョ ン に お け る 描 画 形 状 の 扱 わ れ 方 、 す な わ ち 、 ス ク リ ー ン 上 の ど の 位 置 で 形 状 の 正 確 さ が
求 め ら れ 、 ど の 位 置 で 省 略 が 可 能 か 等 、 を 考 慮 し て 、 適 切 に 実 装 す れ ば よ い 。 例 え ば 、 １
次 方 程 式 、 高 次 多 項 式 、 指 数 関 数 、 対 数 関 数 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 、 な ど を 採 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ ０ は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 採 用 し た 例 で あ り 、 閾 条 件 ／ 閾 距 離 を 変 化 さ せ る 手
段 の 例 で あ る 。 パ ラ メ ー タ 設 定 部 １ ０ ０ に 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ 値 を 読 み 込 ん だ 閾 条 件 ／
閾 距 離 取 得 部 ２ ０ ０ が ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル ３ ０ ０ を 参 照 し て 読 み 込 ん だ パ ラ メ ー タ 値 に
対 応 す る 閾 条 件 ／ 閾 距 離 を 取 得 し 、 閾 条 件 ／ 閾 距 離 設 定 部 ４ ０ ０ に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 パ ラ メ ー タ の 種 類 は 、 第 六 の 実 施 例 で は 視 点 と 描 画 対 象 面 と の 相 対 的 な 仰 角 で あ り 、 第
七 の 実 施 例 で は 視 点 か ら の 描 画 対 象 面 の 奥 行 き で あ り 、 第 八 の 実 施 例 で は 頂 点 と 消 失 点 と
の 画 面 上 の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 例 で は 、 図 ６ に 記 載 さ れ た 条 件 判 定 モ ジ ュ ー ル は 、 こ の 閾 条 件 ／ 閾 距 離 設 定 部 ４ ０
０ に 設 定 さ れ た 閾 条 件 ／ 閾 距 離 に 基 づ い て 条 件 判 定 を 行 う 。
　 （ 付 記 １ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 方 法 に お い
て 、
　 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を 算 出 し 、 前 記 特 徴
量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 当 該 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 し 、 前 記 特 徴 量 が 前 記 閾 条
件 を 満 た さ な い 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 ２ ）
　 前 記 特 徴 量 が ２ 頂 点 間 の 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 ２ 頂 点 間 の 距 離 が 閾 距 離 よ り 短 い
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こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 ３ ）
　 前 記 特 徴 量 が 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 前 記 水
平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の い ず れ も が 、 そ れ ぞ れ 閾 距 離 よ り 短 い こ と で あ る こ と を 特 徴
と す る 付 記 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 ４ ）
　 前 記 閾 距 離 が 、 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 と で 異 な る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ３ 記 載 の 頂 点 削 減
図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 付 記 ５ ）
　 前 記 特 徴 量 が 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 前 記 水
平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の 和 が 、 閾 距 離 よ り 短 い こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記
載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 付 記 ６ ）
　 前 記 閾 条 件 が 、 描 画 す る 線 分 の 幅 か ら 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 頂 点 削
減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 付 記 ７ ）
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 と 描 画 対 象 面 と の 相 対 的 な 仰 角 に 応 じ て
、 前 記 閾 条 件 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 付 記 ８ ）
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 と 描 画 対 象 面 と の 相 対 的 な 仰 角 に 応 じ て
、 前 記 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 の 閾 距 離 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ 記 載 の 頂 点 削 減
図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 付 記 ９ ）
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 か ら の 描 画 対 象 面 の 奥 行 き に 応 じ て 、 前
記 閾 条 件 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 付 記 １ ０ ）
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 か ら の 描 画 対 象 面 の 奥 行 き に 応 じ て 、 前
記 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 の 閾 距 離 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形
描 画 方 法 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 付 記 １ １ ）
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 頂 点 と 消 失 点 と の 画 面 上 の 距 離 に 応 じ て 、 前
記 閾 条 件 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 図 形 描 画 方 法 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 付 記 １ ２ ）
　 前 記 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 は 、 あ る 平 面 図 上 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 し て 得
ら れ た も の で あ り 、 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 頂 点 と 消 失 点 と の 画 面 上 の 距 離 に 応 じ て 、 前
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記 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 の 閾 距 離 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形
描 画 方 法 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 付 記 １ ３ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 装 置 に お い
て 、
　 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を 算 出 す る 手 段 と 、
前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す か 判 定 す る 手 段 と 、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場
合 に 当 該 近 接 す る 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 し 、 前 記 特 徴 量 が 前 記 閾 条 件 を 満 た さ な い 当 該
近 接 す る 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 付 記 １ ４ ）
　 前 記 特 徴 量 が ２ 頂 点 間 の 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 ２ 頂 点 間 の 距 離 が 閾 距 離 よ り 短 い
こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ３ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ 付 記 １ ５ ）
　 前 記 特 徴 量 が 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 前 記 水
平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の い ず れ も が 、 そ れ ぞ れ 閾 距 離 よ り 短 い こ と で あ る こ と を 特 徴
と す る 付 記 １ ３ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ 付 記 １ ６ ）
　 前 記 閾 距 離 が 、 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 と で 異 な る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ５ 記 載 の 頂 点 削
減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ 付 記 １ ７ ）
　 前 記 特 徴 量 が 、 ２ 頂 点 間 の 水 平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 で あ り 、 前 記 閾 条 件 が 、 前 記 水
平 方 向 距 離 と 垂 直 方 向 距 離 の 和 が 、 閾 距 離 よ り 短 い こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ３
記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置
　 （ 付 記 １ ８ ）
　 描 画 す る 線 分 の 幅 か ら 前 記 閾 条 件 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ３ 記 載 の 頂 点 削 減
図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ 付 記 １ ９ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 と
、
　 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 と 描 画 対 象 面 と の 相 対 的 な 仰 角 に 応 じ て 、 前 記 閾 条 件 を 変
化 さ せ る 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ３ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ 付 記 ２ ０ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 と
、
　 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 と 描 画 対 象 面 と の 相 対 的 な 仰 角 に 応 じ て 、 前 記 閾 距 離 を 変
化 さ せ る 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ６ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ 付 記 ２ １ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 と
、
　 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 か ら の 描 画 対 象 面 の 奥 行 き に 応 じ て 、 前 記 閾 条 件 を 変 化 さ
せ る 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 １ ３ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ 付 記 ２ ２ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 と
、
　 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 視 点 か ら の 描 画 対 象 面 の 奥 行 き に 応 じ て 、 前 記 閾 条 件 を 変 化 さ
せ る 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ６ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ 付 記 ２ ３ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 と
、
　 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 頂 点 と 消 失 点 と の 画 面 上 の 距 離 に 応 じ て 、 前 記 閾 条 件 を 変 化 さ
せ る 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ３ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ 付 記 ２ ４ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 と
、
　 前 記 鳥 瞰 図 表 現 に お け る 頂 点 と 消 失 点 と の 画 面 上 の 距 離 に 応 じ て 、 前 記 閾 条 件 を 変 化 さ
せ る 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ６ 記 載 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ 付 記 ２ ５ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 方 法 を コ ン
ピ ュ ー タ に 実 施 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 コ ン ピ ュ ー タ に 、 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を
算 出 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す 場 合 に 、 当 該 頂 点 を 描 画 対 象 か ら
排 除 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 特 徴 量 が 前 記 閾 条 件 を 満 た さ な い 頂 点 を 次 の 描 画 対 象 と す る ス
テ ッ プ を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減 図 形 描 画 プ ロ グ ラ ム 。
（ 付 記 ２ ６ ）
　 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 繋 い だ 線 分 あ る い は 多 角 形 を 描 画 す る 図 形 描 画 装 置 に お い
て 、
　 前 の 描 画 対 象 の 頂 点 と 近 接 す る 頂 点 と の 間 の 相 対 位 置 を 基 に 特 徴 量 を 算 出 す る 手 段 と 、
前 記 特 徴 量 が 所 定 の 閾 条 件 を 満 た す か 判 定 す る 手 段 と 、 前 記 特 徴 量 が あ る 閾 条 件 を 満 た す
場 合 に 当 該 近 接 す る 頂 点 を 描 画 対 象 か ら 排 除 す る 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 頂 点 削 減
図 形 描 画 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 頂 点 削 減 図 形 描 画 装 置 の 基 本 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 に お け る 線 分 描 画 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 に お け る 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
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【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 六 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 六 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 七 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 八 の 実 施 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 閾 条 件 ／ 閾 距 離 を 変 化 さ せ る 手 段 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 与 え ら れ た 複 数 の 頂 点 座 標 を 鳥 瞰 図 表 現 に 変 換 す る 手 段 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 １ 　 頂 点
　 　 ２ 　 線 幅
　 　 ５ 　 特 徴 量 算 出 手 段
　 　 ６ 　 条 件 判 定 手 段
　 　 ７ 　 描 画 処 理 手 段
　 １ ０ 　 先 行 頂 点 レ ジ ス タ
　 ２ ０ 　 後 続 頂 点 レ ジ ス タ
　 ３ ０ 　 距 離 算 出 モ ジ ュ ー ル
　 ４ ０ 　 条 件 判 定 モ ジ ュ ー ル
　 ５ ０ 　 描 画 モ ジ ュ ー ル
　 ６ ０ 　 頂 点 選 択 部
１ ０ ０ 　 パ ラ メ ー タ 設 定 部
２ ０ ０ 　 閾 条 件 ／ 閾 距 離 取 得 部
３ ０ ０ 　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル
４ ０ ０ 　 閾 条 件 ／ 閾 距 離 設 定 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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